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(百万円未満切捨て)

１．2025年５月期第３四半期の連結業績（2024年６月１日～2025年２月28日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 EBITDA 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年５月期第３四半期 16,349 32.1 655 － 201 － 175 － 121 －
2024年５月期第３四半期 12,377 △2.7 △270 － △541 － △551 － △637 －

(注) 包括利益 2025年５月期第３四半期 147百万円( －％) 2024年５月期第３四半期 △632百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年５月期第３四半期 24.41 24.09

2024年５月期第３四半期 △131.13 －

(注)１．2024年５月期第３四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、潜在株式は存在するものの、１株当た
り四半期純損失であるため記載しておりません。

２．EBITDA＝営業利益＋減価償却費＋のれん償却費＋無形資産償却費

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年５月期第３四半期 9,045 2,030 13.9

2024年５月期 11,412 1,879 10.0
(参考) 自己資本 2025年５月期第３四半期 1,261百万円 2024年５月期 1,138百万円

(注) 当第３四半期連結会計期間において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、2024年５月期に係る
各数値については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年５月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2025年５月期 － 0.00 －

2025年５月期(予想) 0.00 0.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年５月期の連結業績予想（2024年６月１日～2025年５月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 EBITDA 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,000 18.5 780 － 210 － 140 － 40 － 7.98

(注)１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

２．EBITDA＝営業利益＋減価償却費＋のれん償却費＋無形資産償却費
３．2025年５月期の連結業績予想の修正につきましては、本日公表いたしました「業績予想の修正（上方修正）に

関するお知らせ」をご覧ください。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 －社（社名） － 、除外 １社（社名） AIGATEキャリア株式会社

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料９ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事
項」をご参照ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年５月期３Ｑ 5,147,096株 2024年５月期 5,137,046株

② 期末自己株式数 2025年５月期３Ｑ 180,201株 2024年５月期 180,160株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年５月期３Ｑ 4,962,954株 2024年５月期３Ｑ 4,861,658株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有（義務）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想など
の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

当第３四半期連結会計期間において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、前期との比較・分析に

当たっては、暫定的な会計処理の確定による見直し後の金額を用いております。詳細は、「２．四半期連結財務諸表及

び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（企業結合等関係）」をご参照ください。

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境の改善に支えられ個人消費にも持ち直しの動きが

みられましたが、サービス価格や食料品などの価格上昇や急激な為替変動により、依然として先行きは不透明な状況と

なっております。

当社グループの主たる事業領域である医療・健康産業においては、少子化による人口減少と団塊ジュニア世代が全員

65歳以上に達し、超高齢化社会を迎えることにより直面する2040年問題を抱えております。具体的には、社会保障費の

高騰や医療人材の枯渇などが挙げられます。加えて、新型コロナウイルス感染症の流行により、医療資源の拡充や柔軟

な医療体制の必要性が再認識されました。このような背景のもと、令和４年度診療報酬改定によるオンラインでの初診

料の引き上げやオンライン服薬指導の実施要件緩和など、医療体制のオンライン化の推進が図られ、社会保障費をはじ

めとする負担軽減や医療現場の効率性・生産性の改善、患者の利便性向上に向けた取り組みが加速しております。

以上の事業環境の中、当社グループは、「人と社会を健康に美しく」を経営理念に掲げ、事業を推進しております。

未病・予防→疾病→未病・予防という人々の「ヘルスケアサイクル」において、「疾病期間」の短縮化・「未病・予防

期間」の長期化を通じた、健康寿命の伸長による社会保障費の削減に貢献すべく、「ヘルスケアサイクル」のすべてを

カバーするサービスの拡充に取り組んでまいりました。

「疾病期間」の短縮化に向けては、オンライン診療・オンライン服薬指導・医薬品の宅配をワンストップで提供する

プラットフォーム「SOKUYAKU」の運営を通じ、医療機関のデジタル・トランスフォーメーション（DX）化の推進や、ユ

ーザー（患者）や医師・薬剤師の利便性向上に努めております。いつでも・どこでも・誰でも、医師・薬剤師と繋がり、

薬が受け取れる社会の実現を目指し、2021年２月にサービスを開始した「SOKUYAKU」は、全国の医療機関・薬局との提

携及び医薬品の配送網構築に成功し、ユーザーの登録・利用は順調に拡大しております。

「未病・予防期間」の長期化に向けては、人々の健康増進・生活の質向上に資する自社オリジナル医薬品・健康食

品・化粧品の販売といったD2C事業（EC・通販事業）と、クライアント企業のヘルスケア商品の販促支援をはじめとする

B2B事業の推進に注力しております。

今後も、人々の「ヘルスケアサイクル」に関連するサービスの強化を通じて、超高齢化社会を迎える日本の深刻な社

会課題解決の一助となることで、当社グループの更なる拡大・成長に繋げていく考えです。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は16,349,920千円（前年同四半期比32.1％増加）、EBITDA(注)は

655,304千円（前年同四半期は△270,128千円）、営業利益は201,816千円（前年同四半期は営業損失541,662千円）、経

常利益は175,866千円（前年同四半期は経常損失551,795千円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は121,141千円（前

年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失637,524千円）となりました。

（注）EBITDA＝営業利益＋減価償却費＋のれん償却費＋無形資産償却費

セグメントごとの業績を示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

外部顧客への売上高（千円） セグメントEBITDA（千円）

前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間

増減率

(％)

前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間

増減率

(％)

メディカルケアセールス事業 5,333,363 4,463,118 △16.3 26,770 393,162 1,368.7

ヘルスケアセールス事業 2,991,642 4,650,335 55.4 72,901 365,925 401.9

ヘルスケアマーケティング事業 4,052,967 7,236,466 78.5 66,953 166,927 149.3

調整額 － － － △436,754 △270,710

合計 12,377,973 16,349,920 32.1 △270,128 655,304 －
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（メディカルケアセールス事業）

メディカルケアセールス事業では、医薬品のD2C（EC・通販）と、オンライン診療・オンライン服薬指導・医薬品の宅

配をワンストップで提供するプラットフォーム「SOKUYAKU」を展開しています。

医薬品のD2C（EC・通販）では、第１類医薬品や、当社主力商品である防風通聖散のほか2024年３月に販売開始をした

防已黄耆湯錠SX等の生漢煎®シリーズの漢方（第２類医薬品）の売上が好調に推移しております。また、当期は顧客獲得

のための広告効率を注視するとともに、適切な在庫水準の維持やコスト構造の改善等の効率性に重点を置いた事業活動

を推進してまいりました。

「SOKUYAKU」においては、2024年６月から、ユーザー（患者）のシステム利用料の値上げに加え、「SOKUYAKU」の利

用患者が多い一部の医療機関からシステム利用料を徴収する価格改訂を実施いたしました。価格改訂による顧客の離反

はほとんど発生しておらず、利用件数は順調に推移するとともに、利用単価の向上により収益性の改善が進んでおりま

す。さらに、2024年４月にリリースした健康経営を推進する法人向けの福利厚生サービス「SOKUYAKUベネフィット」の

拡販による安定収益基盤の強化を進めてまいりました。

一方で、2024年７月１日付で当社の連結子会社であったAIGATEキャリア株式会社の全株式を譲渡したため、同社を第

１四半期会計期間より連結の範囲から除外しております。

その結果、セグメント売上高は4,463,118千円（前年同四半期比16.3％減少）、セグメントEBITDAは393,162千円（前

年同四半期比1,368.7％増加）となりました。

（ヘルスケアセールス事業）

ヘルスケアセールス事業では、前期までグループ全体で推進してきた健康食品・化粧品分野の商品ラインナップの拡

充が順調に進んでおり、当期はグループシナジーの深化や既存顧客へのクロスセルの強化等を推進することで売上高及

びEBITDAの最大化を図ってまいりました。なお、当第３四半期連結会計期間に株式会社ウェルヴィーナスの

PPA(Purchase Price Allocation：取得原価の配分)が完了したことで、のれん及び無形資産の償却費が確定しておりま

す。

その結果、セグメント売上高は4,650,335千円（前年同四半期比55.4％増加）、セグメントEBITDAは365,925千円（前

年同四半期比401.9％増加）となりました。

（ヘルスケアマーケティング事業）

ヘルスケアマーケティング事業におきましては、ヘルスケア関連のD2C事業者に対するブランディング・マーケティン

グ支援に加え、ダイレクトメール（DM）マーケティング、物流業務などのBPO（Business Process Outsourcing）サービ

スが業績に貢献いたしました。特に、当第３四半期連結会計期間に完了した法人向けの高収益案件がEBITDAの上振れに

大きく寄与しました。

その結果、セグメント売上高は7,236,466千円（前年同四半期比78.5％増加）、セグメントEBITDAは166,927千円（前

年同四半期比149.3％増加）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①財政状態の状況

（資産の部）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べ1,768,471千円減少し、5,547,864千円

となりました。これは主に、売掛金の減少653,525千円、商品及び製品の減少296,785千円、前払費用の減少166,453千

円、短期貸付金の減少300,000千円、その他流動資産の減少363,891千円によるものであります。

当第３四半期連結会計期間末における固定資産は、前連結会計年度末に比べ598,197千円減少し、3,497,542千円と

なりました。これは主に、有形固定資産の増加15,483千円、無形固定資産の減少592,798千円、投資その他の資産の減

少20,882千円によるものであります。

（負債の部）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べ1,765,470千円減少し、4,345,756千円
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となりました。これは主に、買掛金の減少346,754千円、未払金の減少804,480千円によるものであります。

当第３四半期連結会計期間末における固定負債は、前連結会計年度末に比べ751,473千円減少し、2,669,426千円と

なりました。これは主に、長期借入金の減少641,878千円によるものであります。

（純資産の部）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ150,274千円増加し、2,030,223千円

となりました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加121,141千円、非支配

株主持分の増加26,795千円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年５月期の通期業績予想につきましては、2024年12月11日に公表いたしました連結業績予想を修正しておりま

す。詳細につきましては、本日公表の「業績予想の修正（上方修正）に関するお知らせ」をご覧ください。

なお、上記の連結業績予測は、本資料発表日現在において入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前提に

基づき作成したものであり、実際の業績は、今後の様々な要因により予測数値と異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,812,966 1,754,912

売掛金 2,051,443 1,397,918

商品及び製品 2,034,593 1,737,808

原材料及び貯蔵品 130,506 158,209

仕掛品 50,548 94,542

前払費用 269,866 103,413

短期貸付金 300,000 －

その他 673,685 309,794

貸倒引当金 △7,274 △8,734

流動資産合計 7,316,335 5,547,864

固定資産

有形固定資産 151,970 167,454

無形固定資産

のれん 2,102,448 1,747,797

顧客関連資産 1,422,408 1,164,353

その他 21,436 41,344

無形固定資産合計 3,546,293 2,953,495

投資その他の資産 397,475 376,592

固定資産合計 4,095,739 3,497,542

資産合計 11,412,075 9,045,406

負債の部

流動負債

買掛金 1,308,972 962,217

短期借入金 918,066 1,291,566

１年内償還予定の社債 70,000 20,000

１年内返済予定の長期借入金 1,280,368 1,099,006

未払金 1,394,843 590,362

未払費用 200,306 96,470

未払法人税等 254,983 58,640

未払消費税等 81,459 68,956

前受金 249,983 97,917

賞与引当金 4,051 22,941

ポイント引当金 17,809 6,570

決算訂正関連費用引当金 140,000 －

その他 190,381 31,105

流動負債合計 6,111,226 4,345,756

固定負債

社債 80,000 70,000

長期借入金 2,794,193 2,152,315

資産除去債務 33,041 33,197

その他 513,664 413,914

固定負債合計 3,420,899 2,669,426

負債合計 9,532,126 7,015,182
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 516,958 518,214

資本剰余金 3,398,701 3,399,958

利益剰余金 △2,370,039 △2,248,897

自己株式 △407,564 △407,629

株主資本合計 1,138,057 1,261,645

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 － △49

その他の包括利益累計額合計 － △49

新株予約権 1,465 1,404

非支配株主持分 740,427 767,223

純資産合計 1,879,949 2,030,223

負債純資産合計 11,412,075 9,045,406
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年６月１日
至 2024年２月29日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年６月１日
至 2025年２月28日)

売上高 12,377,973 16,349,920

売上原価 6,466,228 8,954,585

売上総利益 5,911,744 7,395,334

販売費及び一般管理費 6,453,407 7,193,517

営業利益又は営業損失（△） △541,662 201,816

営業外収益

受取利息 402 4,382

受取配当金 2 4,184

保険解約返戻金 6,267 －

投資有価証券売却益 － 12,777

その他 5,346 10,915

営業外収益合計 12,019 32,260

営業外費用

支払利息 16,466 39,323

資金調達費用 － 13,997

貸倒引当金繰入額 651 562

その他 5,034 4,327

営業外費用合計 22,152 58,210

経常利益又は経常損失（△） △551,795 175,866

特別利益

負ののれん発生益 259 －

関係会社株式売却益 － 5,725

受取保険金 － 10,000

その他 70 1,302

特別利益合計 329 17,028

特別損失

固定資産除却損 2,209 0

特別損失合計 2,209 0

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△553,675 192,895

法人税、住民税及び事業税 103,627 137,863

法人税等調整額 △25,047 △92,911

法人税等合計 78,580 44,952

四半期純利益又は四半期純損失（△） △632,255 147,943

非支配株主に帰属する四半期純利益 5,269 26,801

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△637,524 121,141
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年６月１日
至 2024年２月29日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年６月１日
至 2025年２月28日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △632,255 147,943

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 － △55

その他の包括利益合計 － △55

四半期包括利益 △632,255 147,887

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △637,524 121,092

非支配株主に係る四半期包括利益 5,269 26,795
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法により計算しております。

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱

いに従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から

適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用

後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四

半期連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 2023年６月１日 至 2024年２月29日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損
益計算書計上

額
（注）２

メディカルケア
セールス事業

ヘルスケア
セールス事業

ヘルスケアマー
ケティング事業

計

売上高

外部顧客への売上高 5,333,363 2,991,642 4,052,967 12,377,973 － 12,377,973

セグメント間の内部
売上高又は振替高

6,558 150 164,901 171,609 △171,609 －

計 5,339,922 2,991,792 4,217,868 12,549,582 △171,609 12,377,973

セグメント利益
又は損失（△）

△58,504 △71,757 26,967 △103,295 △438,366 △541,662

(注)１.セグメント利益又は損失の調整額△438,366千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用及び子会社

株式の取得関連費用が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。

２.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

当第３四半期連結会計期間において、株式会社グリフィスの株式を取得し連結子会社といたしました。これ

に伴い、「ヘルスケアマーケティング事業」セグメントにおいてのれんを計上しております。なお、当該事象

によるのれんの発生額は、当第３四半期連結累計期間においては399,308千円であります。

当第３四半期連結累計期間(自 2024年６月１日 至 2025年２月28日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損
益計算書計上

額
（注）２

メディカルケア
セールス事業

ヘルスケア
セールス事業

ヘルスケアマー
ケティング事業

計

売上高

外部顧客への売上高 4,463,118 4,650,335 7,236,466 16,349,920 － 16,349,920

セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,407 1,255 78,071 82,733 △82,733 －

計 4,466,525 4,651,590 7,314,538 16,432,654 △82,733 16,349,920

セグメント利益
又は損失（△）

361,676 △10,338 121,461 472,799 △270,982 201,816

(注)１.セグメント利益又は損失の調整額△270,982千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれて

おります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれん及び顧客関連資産を除く無形固定資産に係る償却費を含む。)、のれん償

却額及び顧客関連資産償却額は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自2023年６月１日
至2024年２月29日)

当第３四半期連結累計期間
(自2024年６月１日
至2025年２月28日)

減価償却費 30,356千円 20,677千円

のれんの償却額 163,273千円 174,755千円

顧客関連資産償却額 77,903千円 258,055千円

（企業結合等関係）

（企業結合に係る暫定的な処理の確定）

2024年３月１日に行われた株式会社ウェルヴィーナスとの企業結合について、前連結会計年度において暫定的な

会計処理を行っておりましたが、当第３四半期連結会計期間に確定しております。

この暫定的な会計処理の確定に伴い、当第３四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に含まれる比較情報にお

いて取得原価の当初配分額の重要な見直しが反映されております。

この結果、暫定的に算定されたのれんの金額1,163,340千円は、会計処理の確定により586,206千円減少し、

577,134千円となっております。また、顧客関連資産1,336,673千円、固定負債の繰延税金負債（その他の固定負

債）462,355千円、非支配株主持分288,111千円を新たに認識し、顧客関連資産は５年にわたって均等償却しており

ます。なお、のれんの償却年数10年に変更はありません。また、前連結会計年度末ののれんは571,550千円減少し、

顧客関連資産は1,269,839千円、繰延税金負債（その他の固定負債）は439,237千円、非支配株主持分は273,698千円

それぞれ増加しております。

（事業分離）

（連結子会社株式の譲渡）

当社は、2024 年６月 27 日開催の取締役会において、当社連結子会社である AIGATEキャリア株式会社（以下、

「AIGATEキャリア」といいます。）の当社保有株式の全てを株式会社ツナググループ・ホールディングス（以下、

「ツナググループ」といいます。）に譲渡することを決議し、2024年７月１日に譲渡が完了いたしました。これ

に伴い、AIGATE キャリアを当社の連結の範囲から除外しております。

１．株式譲渡の概要

①譲渡する子会社の名称及び事業の内容

名称 AIGATEキャリア株式会社

事業内容 営業・事務派遣事業、コールセンター事業、医療介護人材紹介及び派遣事業、M&A 仲介事業

②譲渡先の名称

株式会社ツナググループ・ホールディングス

③株式譲渡の理由

当社グループとの事業シナジーや市場環境の観点から経営資源の選択と集中を進めた結果、当初想定してい

た医療人材に関わる包括的なサービスを、AIGATEキャリアを通じて提供することよりも、「SOKUYAKU」事業と

シナジーの大きいオンライン医療人材に限定した人材サービスを自社あるいは業務提携を通じて提供していく

ことが最適と判断し、今回の株式譲渡を決定いたしました。

④株式譲渡日

2024年７月１日

⑤その他取引の概要に関する事項

受取対価を現金等の財産のみとする株式譲渡
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２．実施した会計処理の概要

①譲渡損益の金額

関係会社株式売却益（特別利益） 5,725千円

②譲渡した子会社に係る資産及び負債の適正な帳簿価額並びにその主な内訳

流動資産 155,054千円

固定資産 23,601千円

資産合計 178,655千円

流動負債 139,258千円

固定負債 50,020千円

負債合計 189,278千円

③会計処理

当該譲渡株式の連結上の帳簿価額と売却価額との差額を「関係会社株式売却益」として特別利益に計上して

います。

④譲渡した子会社の事業が含まれていた報告セグメント

メディカルケアセールス事業

ヘルスケアセールス事業

⑤四半期連結損益計算書に計上されている譲渡した事業に係る損益の概算額

売上高 50,033千円

営業損失 △21,698千円
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年４月14日

ジェイフロンティア株式会社

取締役会 御中

監査法人ハイビスカス

東京事務所

指定社員
業務執行社員

公認会計士 森崎 恆平

指定社員
業務執行社員

公認会計士 井口 寛之

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているジェイフロンティア株式会社の2024年６月１日から

2025年５月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年12月１日から2025年２月28日まで）及び第３四

半期連結累計期間（2024年６月１日から2025年２月28日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借

対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を
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開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半

期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計

基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成

されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性

が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要

な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又

は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づ

いているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成

基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上


